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東濤会だより

４年ぶりに国政復帰・鹿野道彦君
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去る８月３０日に投開票が行われた第４５回衆議院選挙で鹿野道彦君が小選挙区山形１区で１１回目の当選を果たし、４年ぶりの国政復帰を決めた。「政権交代」を旗印に、民主党が圧倒的な強さを発揮する中で、鹿野君も宿敵の遠藤利明氏と激しく競り合い、最後は１，２９１票差で振り切った。
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東濤会の有志で組織する「道の会（会長＝逸見誠司君）」も告示前に会員約３０人が「かの道彦事務所」に集まって激励会を開き、支援活動の強化を申し合わせたほか、幹事長の小生・鈴木正朗が選挙事務所に常駐。会員も連日、交代で選挙事務所に詰めて運動を盛り上げるなど、かつてない支援態勢でバックアップした。

３０日午後９時半過ぎ、テレビ各局の当選確実を受け、マイクを握った鹿野君は「自民党を離党してから１５年。皆さんには本当にご苦労をお掛けしました。しかし、ようやく政権交代が実現しました。ここまで支えてくださった方々に心から御礼を申し上げます。これからは約束したことを一つ一つ実行し、安心して生活できる日本を築いていきます」などと語り、支持者らと共に喜びを爆発させた。（文：鈴木正朗、写真：近藤元一）
山形東濤会の有志が月山登山

《遠藤彰君をリーダーに１０人のパーティー》

山形東濤会の有志１０人が７月１６日、月山登山に挑戦し、そろって山頂を極めた。とはいえ、慣れない山道で体力を消耗し、あえぎながら山頂にたどり着いたり、下山途中に足が引きつる人もいて、アクシデント続きの行程となった。しかし、下山後に一泊した志津温泉では、全員が山中での疲れを忘れたように精気を回復。アルコールの入った宴席は一気に盛り上がり、所期の目的が達成された。

《濃霧と強風・北海道大雪山系の遭難と同じ日》

山頂を目指すパーティーは経験豊富な遠藤彰君をリーダーに清水彬君、佐藤栄一君、三浦剛君、渡辺宏一君、井上茂君、兼子正克君、仲野隆一君、櫻井紀夫君、鈴木正朗君の合わせて１０人。午前9時に志津温泉の「五色亭旅館」（標高７００㍍）に集合し、宿のマイクロバスで姥沢小屋近くの月山観光開発㈱リフト下駅まで送ってもらった。
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標高１，２５０㍍の下駅から１，５００㍍の上駅までリフトの所要時間は約１５分。登山は上駅から開始した。平野部では穏やかな晴れ間が広がっていたが、山の天候は甘くない。リフトを降りると既に濃い霧に包まれ、風も強かった。

《大雪渓でアイゼンを着用》
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頂上までは約５００㍍の高低差がある。強風を少しでも避けるため、尾根道の姥ヶ岳コースは取らず、鍛冶小屋に向かった。途中には大きな雪渓が横たわる。アイゼンを着けた靴で一歩一歩踏みしめながら進む。登りがきつくなるにつれ、風が一段と強くなった。何しろ北海道の大雪山系で中高年の登山者ら１０人が遭難死した日とまったく同じ日だけにハードな登山行となった。　　

《慣れない山道であえぎ、可憐な花々も目に入らず》
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視界がきかないせいか、疲労の蓄積が早い。無駄口をたたく元気も無くなり、背中の荷物がやけに重く感じる。途中、疲れを癒してくれるはずのミヤマキンポウゲ、ウラジロヨウラク、ニッコウキスゲ、キタヨツバシオガマ、イワカガミ、アオノツガザクラといった花々も、目に入らなくなっていた。誰よりも先に音を上げてしまい、背中の荷物をリーダーの遠藤君に背負ってもらった。通常であれば、2時間で着くところを4時間も掛かってしまった。あえぎながら月山神社にたどり着き、昼食をとったのは午後１時４０分頃。夏山といえども決して油断できないことを痛感しながら登頂の感激もかみしめた。（鈴木正朗君の生々しいレポートから）
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《下山途中にもアクシデント》

帰りは尾根道を選び姥ヶ岳経由で下山の途に着いた。ところが牛首付近で午前中とは別の隊員が突然、両腿の異常を訴え歩行困難になった。この時は、佐藤君が応急処置を施し、皆が安心する中、全員が何とか下山できた。一時はリフトの最終時間（午後４時３０分）まで間に合うかどうか心配されたが、携帯電話で連絡を取り、結局７分遅れでリフトに乗せてもらった。待機していたマイクロバスに乗り、宿に着いたのは午後５時をかなり回っていた。予定を２時間以上もオーバーする約７時間の行程となったが、その分、達成感も一入。全員満足の体を成していた。
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《登頂報告＆大宴会》

さて、ベースキャンプで一行の安否を気遣いながら、待ちくたびれていた樋口晶啓君と小生（松田博之）は、全員無事の帰還を喜び、登山のみの佐藤、鈴木両君を見送ったあと、隊員各自の山中での苦労話に耳を傾けた。
　夕刻、温泉に浸かって元気を回復した登頂メンバー８人とベースキャンプ組は、お待ちかね大宴会の席に着いた（写真上）。山へ持参した冷凍缶ビールが下山したあとも、なお凍っているほどの寒さであったことにはじまり、山頂踏破にいたる苦難の体験や、濃霧の中でも道端に咲く可憐な高山植物の小さな花々にひと時の安らぎを覚えたこと、月山神社でご祈祷を受けた時は心から有り難いと思ったことなど、話は尽きることがない。お開きのタイミングもなかなか決めかねるほどであったが、さすがに登頂隊の諸君は昼間の疲れが出たのであろう。予定していた麻雀戦は一卓しか成立しなかった。それも半荘一回だけ。折からの深夜に及ぶ「大雪山系遭難事故」のニュースを見ながら、自分達も其れに近い体験をしたが無事に戻れて良かったなあと、安堵感を抱きながら夢路に就いたのであった。（後段は松田博之君のレポートから。写真は三浦剛、渡辺宏一の両君）

加藤洋一君のホールインワン達成メモリアルコンペ
[image: image9.bmp]山形東濤会ゴルフ愛好会会長の加藤洋一君が6月1日、さくらんぼカントリークラブ(村山市)で見事なホールインワンを達成した。この大偉業を記念して７月２４日、メモリアルコンペが開催された。参加者は１４人。加藤君から提供された豪華な賞品をめざし、熱のこもったストローク争いを展開した。優勝をさらったのは遠藤彰君。準優勝は兼子正克君、第三位は佐藤圭司君だった。
オーナーの加藤君は第７位。他の競技者とは争わず、しかし負けもしないという奥ゆかしい心遣いを示してくれた。
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なお、このメモリアルコンペで、村形悦男君がゴルファーとしてデビューし、B・Bメーカーとしての役割を果してくれた。
また、仲野隆一君がショートホール全て(4ホール)をパーであがり、中級ゴルファーとしての片鱗を見せてくれたが、トータルスコアーが１００を超えたのは残念だった。（桜井紀夫記）
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かみのやま温泉「山城屋旅館」

【歌人・斎藤茂吉翁ゆかりの宿は高橋健三君の生家】

[image: image12.bmp]「歌人・斎藤茂吉翁ゆかりの宿」として知られるかみのやま温泉の山城屋旅館は静岡県藤枝市在住の東濤会会員・高橋健三君の生家でもある。健三君の祖父・高橋四郎兵衛さんが茂吉翁の実弟で、茂吉翁の著書や遺墨、書簡、写真などが数多く残されている。
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館内には常設展示室が設けられ、その一部がいつでも見ることができるという。母親がアララギ系の歌人でもあった鈴木正朗君と同旅館を訪ね、健三君の兄・豊二さんから山城屋と茂吉翁の思い出などをお聞きした。
《祖父は茂吉翁の実弟》

山城屋旅館はかみのやま温泉の湯町地区にある。大正ロマンを感じさせる純和風の木造３階建て。美しい日本庭園を備え、２階には茂吉翁の書跡展示室がある。

四郎兵衛さんは幼名を直吉といい、山城屋の養子になって四郎兵衛を襲名した。生涯、兄の茂吉翁を慕い、誇りにしていた。茂吉翁も帰郷した際はきまって山城屋に滞在し、四郎兵衛さんばかりでなく、甥の重男さん（健三君たちの父）を「シゲオ、シゲオ」といって可愛がり、外出にはよく同行させていた。健三君たちを膝の上に抱いてくれることもあり、家族のようにして寛いでいたという。山城屋滞在中に詠んだ歌も何首かある。

《茂吉翁の頭をなでる・やんちゃだった健三君》

健三君より２つ年上の豊二さんは「やんちゃな健三が３歳ぐらいのとき、いたずらで茂吉の頭をなでたところ、祖父からひどく怒られたことを覚えている」という。四郎兵衛さんはよその子供でも悪さをするとよく叱った。近所の子供たちにとっては「おっかない爺さん」でもあったらしい。

《蔵王山頂に歌碑を建立》

「陸奥をふたわけざまに聳えたまふ蔵王の山の雲の中に立つ」。有名な蔵王山頂の歌碑は大正９年、四郎兵衛さんの尽力によって建立された。短歌そのものが歌碑建立のために作られ、歌碑の文字も茂吉翁が揮毫した。台座やさお石は四郎兵衛さんと重男さんが何度か蔵王に登って探し当てた。全国各地に数多く建立された茂吉翁の歌碑の中で、茂吉翁生前の歌碑はこの蔵王山頂の歌碑だけという。この歌碑建立にあたり、茂吉翁が四郎兵衛さんと重男さんに宛てた書簡も山城屋の書跡展示室に展示されている。
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《貴重な資料が並ぶ常設展示室》

四郎兵衛さんは山城屋の３代目。木造３階建ての建物や日本庭園は四郎兵衛さんの代に整備された。客室には「あらたま」とか「赤光」といった茂吉翁の歌集名が付けられ、どの客室からも日本庭園と蔵王の山並みが見えるようになっている。茂吉翁や蔵王に寄せる四郎兵衛さんの想いが込められているという。

《蔵王は特別な存在・子供の頃からよく登る》

「蔵王には子供のころからよく連れていかれた。暁登山は夜８時ころ上山を出発し、夜通し歩いて山頂まで登った。歌碑のこともあり、家族にとって蔵王は特別の存在でもあったようだ」という豊二さん。この７月１５日は健三君と二人で熊野岳に登り、歌碑を観てきたという。今も森林インストラクターとして活動を続ける健三君は８月２４日から木曽駒ケ岳、宝剣岳、笠ケ岳を歩いてきたばかり。その原点は蔵王にあったのだろうか。そういえば健三君は子供のころからスキーも上手だった。小学校の校内スキー大会で、健三君が山頂からさっそうと滑ってくる姿をただ驚きの目で見ていたことを思い出す。

山城屋の客室はいずれも８畳の２間続きか３間続き。ゆっくり寛ぎながら日本庭園や蔵王連峰を眺め、温泉に浸る。そして偉大な歌人・斎藤茂吉翁の足跡に触れることができる。上山城や武家屋敷までは歩いて３分から５分。首都圏をはじめ県外客にも親しまれ、リピーターが多いという。いで湯のまちの老舗旅館は文化人ぞろいの東濤会員にもお誂え向きの宿かもしれない。（小笠原英雄記）

地下１５㍍・自力で井戸を掘る
【くみ上げた水は屋根の消雪等に活用・三浦剛君（山形市城南町）】
「三浦君が１人で庭に穴を掘っている」。幹事長でスポークスマンでもある鈴木正朗君が東濤会の集まりで話題にしてから、三浦剛君の井戸はすっかり有名になった。この間、見学に訪れた会員も少なくない。

霞城公園の南門から南へ２００㍍足らず。藩政時代は武家屋敷の一角でもあった。JR山形駅西口の霞城セントラルに近く、周辺は近年、再開発事業で区画整理が行われたばかり。井戸を掘り始めたのは３年半ほど前。「池に水を引き、冬、屋根の雪を消すため」だった。

当初、屋根の消雪に水道水を使った。しかし、漏水かメーターが壊れているのではないかといわれるほど使用量が多く、効率が悪かった。そこで地下水に切り替えようと、井戸を掘り始めた。地下水は水温が年間を通して１５度ぐらい。消雪には十分なエネルギーを持つ。山形市内の歩道消雪などにも活用されている。

「水道が普及する前は、どこの家庭でも井戸水を使っていた。５㍍ぐらい掘れば水は出るだろうと思っていた」。しかし、都市化の進展や農業用水のくみ上げなどに伴い地下水の水位は予想以上に下がっていた。いくら掘り進んでも水は出る気配がない。

穴は１㍍四方ぐらい。垂直にはしごを降ろして出入りした。掘った土や石を少しずつ運び出す。穴も深く掘り進むにつれて大きくなっていった。庭は掘り出された土や石でいっぱいになった。

「１０㍍ほどで一度、水が出た。だが、崩れてしまった」。さらに厄介なことは石が多かったこと。地下約１３㍍では直径６０㌢ほどの石に突き当たった。「山形市内は馬見ケ崎川の扇状地。ある程度の石は覚悟していた。しかし、この石には閉口した。重さがかなりなもので、地上までは滑車を使って引きあげたが、１人で横に移動するのが大変だった」という。

地下１５㍍でようやく水が出た。掘り始めてから３年半が経過していた。今はその地下水をくみ上げ、池の水や屋根の消雪に利用している。

途中、金色の小さな石があった。もしかして砂金？という期待もあったが、黄鉄鉱だった。馬見ケ崎川上流に宝沢という地名がある。全国的に宝沢は砂金等に関連しているケースが多い。量は別にして馬見ケ崎川流域に砂金の夢があってもおかしくはない。

「５～６㍍でも１人で掘るのは大変な作業。並みの人ならほどほどにして諦め、専門の業者に頼むところだろう。めげずに掘り進むところが三浦君の真骨頂」といってあきれたり、感心しながら何度も足を運んだのは鈴木正朗君だった。（文：小笠原英雄）

元木和幸君（東根温泉）の奥さんがお手柄


東根温泉「花の湯ホテル」の女将・元木洋子さんが、盗みを目的にホテルに入り込んだ男を説得し、逮捕に協力したとして話題になった。洋子さんは東濤会・元木和幸君の奥さん。和幸君やホテルの支配人らと警察署長から感謝状を受け、新聞各紙でも紹介された。

元木君らホテルの人たちが宿泊客でもないのに館内にいる不審な男に気付いたのは６月２０日朝。男に声を掛けたところ、逃げ出したため、３人が手分けして追いかけた。自転車で追いついた洋子さんが男を説得。ホテルに連れ戻して事情を聴き、警察に通報した。（左は６月３０日の山形新聞から）
壷天悠宴（加藤洋一君の別邸）に集う・囲碁愛好会

山形東濤会の囲碁愛好会（会長＝園部稔君）が発足して丸４年。今年３回目の例会が７月１２日（日）、東根市猪野沢の「壷天悠苑（こてんゆうえん）」で開かれた。壷天悠宴は茅葺きの民家を改装した加藤洋一君の別邸。東濤会だより第３号の「おじゃまします（会員歴訪）」で紹介し、囲碁愛好会が発足例会を開いた記念の会場でもある。

今年から隔月の年６回例会を開くようになり、メンバーも佐藤栄一君と愛知県から帰郷した安部忠昭君が加入したほか、初心者の遠藤彰君と仲野隆一君も加わり１７名になった。

国道４８号の関山街道から車で約１５分。緑豊かな山里の一角で１人４～５局ずつ。盤上の攻防に神経を集中した。この間、兼子正克君が手打ち蕎麦の実演を披露し、兼子君が打ってくれた蕎麦に清水彬君が揚げてくれた天ぷらを添えて昼食をいただいた。

和やかな中にも真剣な対局の充実した一日だった。いつもの事ながら加藤洋一くんの奥様の心温まるおもてなしに感謝しながら家路に着いた。（文：鈴木正朗、写真：渡辺宏一君）

《今後の催し》
◇山形東濤会芋煮会　９月２６日（土）午前１１時集合、唐松観音下の馬見ケ崎河原

◇山形・東京合同ゴルフコンペ　１０月４日（日）・５日（月）白河高原カントリークラブ



２００９年９月１５日号


ｖｏｌ．８


発　行　東　濤　会


会　長　佐藤章夫





【あ　と　が　き】


今回も話題が豊富だった。その一つは鹿野道彦君の国政復帰。僅少差とはいえ小選挙区で勝利した意義は大きく、今後の国会活動に弾みをつける。会報として政治関連の話題を取り上げるのは初めてだが、会員の関心が高かっただけに、掲載させていただいた。東濤会の仲間として１１回目の当選を祝福し、喜びを分かち合うとともに、一層の活躍を期待したい。


このほか月山登頂を極めた東濤会パーティーのレポート。地下水を求め、自力で地下１５㍍まで掘り進んだ三浦剛君、「お手柄おかみ」として新聞各紙で報道された東根温泉・元木和幸君の奥さん、さらに加藤洋一くんのホールインワン記念のゴルフコンペなどを取り上げた。会員歴訪の「おじゃまします」は高橋健三君の生家・山城屋旅館（上山）を訪ね、第８号とした。


次号は２０１０年１月に発行の予定。県外からの投稿や紹介も大歓迎。編集事務局・鈴木正朗宛にご一報ください。











【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス


①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。


【編　集　ス　タ　ッ　フ】


◇事務局＝鈴木　正朗  ０２３－６０８－７１９２　


　　　　　（携帯）０９０－１３７４－２４４９ 


（携帯メール）  ikuzus_urahasam@h.vodafone.ne.jp


◇委　員＝小笠原英雄　０２３－６３２－９１５５　　oga-1629@agate.plala.or.jp 


松永　貴夫  ０５０－３０１４－５７４４


清水 　 彬  ０５０－７５４７―９２４９　a-17-k@amber.plala.or.jp   


近藤　元一　０２３－６３１－３８００　　motokazu@ic-net.or.jp








濃霧の山頂で記念撮影。県外夫婦の飛び入りもあった





アオノツガザクラ





東濤会の野次馬を温かく迎えてくれた三浦君ご夫妻





衆院返り咲きを決め、新たな決意を語る鹿野君





貴重な資料が並ぶ書跡展示室





上級者者、終盤の読み合い











地中は石だらけ。根気よく掘り進んだ





穴の入り口。地底まで梯子がかけてある








上級者、終盤の読み合い





歌聖の息遣いが伝わってきそうな山城屋旅館





おじゃまします（会員歴訪）





スタート前の記念撮影
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